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〒153-0061 東京都目黒区中目黒3-1-4-501
TEL：03-6451-0063

腎臓サポート協会は、健診や病院等で腎臓が悪いと言われてから、少しでも長く腎臓を守る
ために、食事や生活、治療に関する情報発信や、症状が進んだ場合には医療者とよく相談
し自分の希望や価値観を尊重した治療選択と積極的な治療参加ができるように、WEBサイ
ト「腎臓病なんでもサイト」を中心に、定期的かつ継続的にさまざまな情報を提供しています。
会員登録は無料で、以下の特典を利用できます。是非ご入会ください。

会員特典
①新規入会時、当協会のオリジナル啓発冊子「あなたの腎臓を守るために」と「腎臓病 あなたに合った治療
　法を選ぶために」を進呈（メールによるデジタルデータPDFでの提供）します。

②季刊誌「そらまめ通信」（年4回発行）の最新号とバックナンバー（vol.62以降）の全ページをWEBサイト
　でお読みいただけます。

③月に1回のメールマガジン（希望者）でセミナー・イベント情報など、新しい情報が届きます。

④腎臓病に関するよくある相談と専門医による100以上の回答例がご覧いただけます。

「腎臓病なんでもサイト」にアクセスし、「新規会員登録」から登録してください。
スマートフォンをお持ちの方は、右のQRコードからも入れます。

腎臓病なんでもサイト 「腎臓病なんでもサイト」はこちら！ ▶

NPO法人 腎臓サポート協会



「肝腎（かんじん）かなめ」と言われるほど、

腎臓はとても重要な臓器です。

成人の 5 人に 1 人は、

腎臓病の疑いがあります。

早期発見、早期治療が決め手。

自分の腎臓の状態を知りましょう。

腎臓病だとわかったら、

まず取り組む治療について。

食事療法

薬物療法／日常生活の注意点

腎臓病が進行してしまった場合にも、

治療方法には選択肢があります。

腎臓病なんでもQ&A
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早期発見、早期治療が決め手。
自分の腎臓の状態を知りましょう。

「沈黙の臓器」と言われる腎臓の病気は、気づいた時には透析治療を受けなければならないという場合もあ
ります。自覚症状がなくても、健康診断などで異常があったら、必ず再検査や専門医を受診しましょう。糖尿
病では、一般の尿検査では現れない微量のタンパク質（アルブミン）が見られた時点から治療を開始するこ
とが重要です。糖尿病がある方は腎臓病についても主治医と話し合うことをお勧めします。

腎臓病の重症度は、腎臓のはたらきの程度と、糖尿病や高血圧などの腎臓病の元になっている病気、尿たんぱくの状態を合わ
せて評価します。
※ eGFR … 血清クレアチニン値、年齢、性別を用いて eGFR（推算糸球体ろ過量）を算出し、腎機能の指標として使用します。

腎臓の働き

参考：日本腎臓学会「CKD診療ガイド2012」
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腎臓病だとわかったら、
まず取り組む治療について。

糖尿病性腎症の場合、タンパク質や脂質（エネルギー）の摂り方など、それまでの糖尿病の食事療法と内容
が変わってきます。 分からないことは、医師や栄養士にたずね、しっかり治療にとりくみましょう。
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高血圧や貧血の管理をすることは、腎臓病の進行を抑えるために大切です。服用は、自己判断せず、
主治医の指示に従い、日常生活でわからないことは相談して、前向きに取り組みましょう。

腎臓病の薬には、「病気の進行を抑える薬」と、病気が進行することで起こる「合併症を

改善する薬」があります。また、慢性腎臓病の新しい薬、SGLT2阻害薬も注目されており、

腎臓病の種類や症状によっても使われる薬が異なります。



腎臓病が進行してしまった場合にも、
治療方法には選択肢があります。

透析治療を始めても、食事には気をつけましょう。
また一旦選んだ治療法でも、他の治療法に変更することも可能です。
日常生活や体の状態にあわせて、適切な時期に適切な治療方法について主治医と相談しましょう。

治療の選択肢について

【通院透析】

通院血液透析（HD）週3回通院して、器械を使って血液を体の外できれいにします。

おうち
透析【在宅透析（腹膜透析・在宅血液透析）】

【腎臓移植】

在宅血液透析（HHD）
通院は月に1～2回程度。自分の生活スタイルに合わせて透析時間を決めることができます。

自宅に血液透析装置を設置して、家族などを介助者として透析を行う方法です。



腎臓病のリスクが増すような疾患（高血圧、動脈硬化、糖尿病など）の予防、早期治療を行うこ
とが大事です。また、腎臓病はかなり進行してからでないと症状として現れないため、定期的に
健康診断を受け、その結果を見逃さず、早期発見、早期治療に努めましょう。

将来の透析を考えると不安です。
自分のライフスタイルに合った治療を選ぶ方法や
その治療ができる病院を検討しておきたいのですが。

「腎臓病なんでもサイト」では自分の生活や不安、今後のことを整理して、病院や家族と相談で
きる「生活振り返りシート」を作成することができます。透析の種類によって、場所や通院回数、
方法が違いますので、自分らしい治療方法・ライフスタイルを検討してみましょう。また、すべて
の治療法の説明や自分が希望する治療法などを相談できる病院は、「腎臓病なんでもサイト」
の「病院検索」で探すことができます。自宅から近いところに見つからなくても、在宅透析（腹膜
透析、在宅血液透析）なら、月に１回程度の通院で済みます（通院血液透析は週に３回、月に
１２～14回）。長い治療生活をどこでどのように過ごすか、自分でしっかり考えて、選びましょう。

生活振り返りシート 病院検索

まず、食事療法が必要な理由を知り、理解すると取り組みやすくなります。そのために、腎臓サ
ポート協会のホームページ「腎臓病なんでもサイト」には、腎臓病の食事の基礎知識、お料理
の作り方、食事作りのヒントなど、あなたの毎日をサポートする情報や日々の献立に役立つ
「レシピ検索」があります。季刊誌「そらまめ通信」（年4回発行）では、季節に合った新しいレシピ
も掲載していますので、参考にしてください。また、公式YouTubeチャンネルでは、オンライン市
民公開講座の中に著名な先生方による食事療法に関する講演動画もあります。単調になり
がちな食事を少しでもバラエティーに富んだものにして、食生活を楽しみましょう。

腎臓にやさしいお料理 公式YouTubeチャンネル
食事療法に関する講演動画など
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腎臓サポート協会は、健診や病院等で腎臓が悪いと言われてから、少しでも長く腎臓を守る
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NPO法人 腎臓サポート協会


